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３.７. その他 

 

【委員 A】 

 

1) 新型コロナウイルス感染症に関連する研究は，防災分野においても，さらには「グローバル

生存学」領域においても，今後積極的に取り組むべきテーマと考えられるが，防災研として

はどのように寄与していくかお聞きしたい【質問】． 

（回答）これからの議論になるが，今回のパンデミックが防災分野に与える影響は大きいも

のがある．一つは，避難や調査などに際して，感染症の影響をどのように低減するかという

課題．もう一つは，新しい感染症に関する初期の情報は不確実だが，これに基づいて種々の

政策を決めていかねばならない，という防災行政にも共通する課題である．いずれも重要な

課題であり，所内および研究連携基盤などで積極的な議論を行い，共同研究を提案していき

たい． 

 

2) 前回，平成 27 年の外部評価報告書に提示されていた「機能的改組による『減災社会形成国際

形成コア』の新設」は，今回の自己点検報告書では全く記述されていないが，現状はどうな

っているか【質問】． 

（回答）議論を重ねた結果，報告書に記載された機能的改組には至らなかったが，連携研究

ユニットというバーチャルな連携組織を作ることで，所内に部門・センターの壁を越えた新

たな研究グループを構成することができた．ボトムアップで新たな研究組織を提案する仕組

みになっている． 

 

【委員 B】 

 

3) 防災分野は，近年多くの大学に関連組織が作られていますが，地域の「お山の大将」になら

ないように，学術的な連携や質の保証が必要と思われます．防災研究所には，今後も国内に

おけるリーダーシップを是非とも継続してとっていただけるよう期待します【要望】． 
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